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研究開発の内容

LiR

ICTを活用した健康レコメンドアプリの開発



健康
カード ＋

ウェルネスサークル
データベース

北海道情報⼤学
健康情報科学研究

センター

⾷の臨床試験

・基本情報
・⾎液検査データ
・動脈硬化測定データ
・中⼼⾎圧測定データ
・⾻密度測定データ
・他

⾎圧計

各種健康イベント等で
測定結果を記録・モニタリング

地⽅⾃治体の連携医療機関

携帯端末

Myカルテ

・基本データ
・健康記録データ
・⾷の臨床試験の健診履歴
および各種測定結果

・⾃宅で記録した測定履歴
・市内の公的機関で記録した
測定履歴

・健康イベントで記録した測定
履歴

・その他（拡張データ）

地⽅⾃治体
保健センター

市内のチェックステーション、
⾃宅ＰＣで記録・モニタリング

・⾎圧、体組成
・活動量
・⾷習慣
・受診暦、病歴
・薬剤処⽅歴
・ヘルスポイント

健康
カード ＋ Myカルテの閲覧

特定健診データと
の連携

ログイン認証

カード認証

Myカルテの閲覧

Cloud/
Data Center

体組成計

リーダ PC

活動計など

リーダ

⾎圧計

体組成計

”情報センター”

〜「健康モデル都市」の実現に向けて〜

チェックステーション

ICTを活用した健康レコメンドアプリの開発

健康情報科学研究センターと既存ネットワークとの連携

PC

Internet
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⾷の臨床試験 プロトコールに従い、
・⽇誌

過剰摂取禁⽌⾷品の摂取状況、服薬状況、
体調などの情報を試験期間中、毎⽇記載

・⾎液データ、体組成データ
・アンケート
・⾷物摂取頻度調査

などのﾃﾞｰﾀを収集

データ収集
結果情報

⽇誌

⾎液データ

体組成データ

VASアンケート

問診票
⾷物摂取頻度調査票

データ収集例 （⾷の臨床試験システム 江別モデル）



モバイル

性別、検査結果データの取得によりコメントが機械学習により⾃動⽣成される

健診結果からみた「医師からのコメント」と「⾷事のポイント」
研究開発の成果



将来構想：研究開発の全体イメージ
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レコメンド機能実⾏環境
(ルール・エンジン)
ルール・エンジンルール・エンジン

ルール

健康診断結果や⽣活
指導情報などの⼊⼒

AIによるレコメンド機能(ルール)
開発

ルール開発/定義
機能（精度向上）
ルール開発/定義

機能（精度向上） ルール

モバイル端末

健康管理⽀援システムによる
製品・サービスを展開
①健康管理⽀援サービス
②パッケージシステム

従業員の健康経営
地域住⺠の健康増進
などの取組をサポート

健康情報データ管理システム
各種検査結果
登録/管理機能
各種検査結果
登録/管理機能

レコメンド機能
呼出機能（精度向上）

レコメンド機能
呼出機能（精度向上）

検査結果照会/健康指
導内容登録機能

検査結果照会/健康指
導内容登録機能

運動データ⾷⽣活
データ

健康診断
結果データ

会員
基本情報

睡眠・休
暇

データ

バイタル
チェックデータ

個別データ、⽣活
指導指針の⼊⼿

《企業・健康経営》
① 従業員の健康保持・増進
② 活⼒・⽣産性の向上
③ 組織の活性化ライフログ

⼊⼒
スマートデバイス

体組成計

⾎圧計 活動計など

《技術シーズ》
①⼈⼯知能(AI)関連技術
②スマートデバイス(IoT)関連技術

《事業実績》
③健診サポートサービス

《技術シーズ》
①⾷の臨床試験
②健康情報BigData
③機械型レコメンドシステム研究開発

病院・健診センター
EAP事業者

職員

保健師医師

健康情報の確認や
セルフケア指針の

⼊⼿

共 同 開 発

ヘルスケアマネジメントプラットフォームの研究開発

《地⽅⾃治体》
① 健診データとの連携
② 地域住⺠の健康増進
③ QoLやQoWの向上

従業員
地域住⺠

レコメンドシステム
LiR

ＩＴ企業との連携



AIシステム 研究・開発

社会実装

AIシステム実現の構想

北海道情報⼤学
「江別モデル」研究成果

ＩＴ企業
ヘルスケア部⾨

レコメンド機能
(ルールベース)
レコメンド機能
(ルールベース)

ストレスチェック
Webサービス
ストレスチェック
Webサービス

レコメンドシステムの機能強化
レコメンド機能(機械学習ベース)レコメンド機能(機械学習ベース)

⾷事のカロリー⾃動判定

⾷と健康の因果・相関判定

チャット(対話型)UI

臨床データ
AIエンジンAIエンジン モデル

シームレスな情報収集

DeepLearning
（画像認識)

段階的利⽤拡⼤

ユニバーサルUI

・ウェアラブル/IoTデバイス活⽤

カレーライス
860Kcal×

××
××

レコメンド実績データ

健診ヘルパー
(総合健診システム)

健診ヘルパー
(総合健診システム)

臨床データ

×
××
××

レコメンド実績データ

・地域市⺠との連携
・コネクションを活かした顧客拡⼤

・⽼若男⼥ 親しみやすいUI

健康BigData解析

相関係数
γ=0.8

システムの継続的な
利⽤・拡⼤を促進
システムの継続的な
利⽤・拡⼤を促進

⾃然⾔語処理

おすすめ
食材は…

機械学習
モデル構築

AIによる医師・栄養⼠の判断⽀援
（健康指導の負荷軽減、迅速化）
AIによる医師・栄養⼠の判断⽀援

（健康指導の負荷軽減、迅速化）
AIによる利⽤者⼀⼈⼀⼈への個別

アドバイス（利⽤者モチベーション向上）
AIによる利⽤者⼀⼈⼀⼈への個別

アドバイス（利⽤者モチベーション向上）

利⽤者の⽇常⽣活から⾃然に
ライフログを収集し、効果的な
タイミングで健康情報をフィード
バックできる仕組みを実現

・クラウドサービスノウハウ
・UIデザインノウハウ
・医療事業者チャネル
・顧客とのコネクション

活⽤

活⽤


